
S③ 26番の(1)の記述
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、 Pは St 平面で 、

四角形 CDEF の 周 および 内部にある 。
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P の 存在範囲 はこの 4点 CDE ,
F を 4頂点 とする 四角形 の 周
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および 内部 であり

、
図 の斜線部 (境界を含む ) 。
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S を 固定して 士 を 主批却 の 範囲で 動かすと、

4 ‰P は 線分 QQ
'

上 を動 く
。

次 に - S を OS 引 の 範囲で 動 かすと 、 2 言

線分 QQ' は線分CF から線分 DE まで動く
。
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P の 存在範囲は 、 四角形 CDEF の 周 および内部
。


